
第１回静岡県 資料 議題

医療対策協議会 ３-１ ３  

都道府県単位の地域医療構想調整会議について 

１ 概要  

・厚生労働省より平成 30 年６月 22 日付、「地域医療構想調整会議の活性化に向けた方策につい

て」通知があり、都道府県は、各構想区域の地域医療構想調整会議における議論が円滑に進む

よう支援する観点から、都道府県単位の地域医療構想調整会議を設置することとされた。 

・本県においては、「静岡県医療対策協議会」に設置し、各構想区域での議論の進捗状況や課題、

構想区域を越えた広域での調整が必要な事項等に関して協議を行うこととする。 

 

２ 会議体の位置付け 

項  目 概  要 

既存の会議体を活用 
位置付け 

⇒「静岡県医療対策協議会」に設置 

・各構想区域における地域医療構想調整会議の運用に関すること 

・各構想区域における地域医療構想調整会議の議論の進捗状況に関すること 

協議事項 ・各構想区域における地域医療構想調整会議の抱える課題解決に関すること 

・病床機能報告等から得られるデータ分析に関すること（定量的基準など） 

・構想区域を越えた広域での調整が必要な事項に関すること（高度急性期の提供体制など）

参加の ・公的、民間医療機関   ・県医師会、県病院協会 

範囲等 ・市長会、町村会     ・浜松医科大学   等 

 

３ 静岡県が設置する地域医療構想の推進体制（案） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※厚生労働省の示す事項（共通議題）と併せて、各構想区域における特有の課題についても協議
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県単位の地域医療構想調整会議 ＝ 既存会議体の活用

構想区域ごとの地域医療構想調整会議

○協議事項 .
・地域医療構想調整会議の議論の進捗状況
・構想区域を越えた広域での調整が必要な事項（高度急性期の提供体制）
・病床機能報告等のデータ分析（定量的基準等）
・医師確保計画（案）の策定に関する事項 等

○構成員 .
・公的、民間医療機関 ・県医師会、県病院協会
・市長会、町村会 ・浜松医科大学 等

静岡県医療対策協議会

地域医療
アドバイザー（※）

○役割（権限） .
・過剰な医療機能への転換の中止等 （医療法第30条の15）
・不足する医療機能への転換の促進 （医療法第30条の16）
・非稼働病床の削減 （医療法第７条の２第３項）

静岡県医療審議会

※ 地域医療アドバイザー 

   国が選定。地域医療構想調整会議等に出席し、都道府県の地域医療構想の進め方や、議論が 

活性化するよう助言することを役割とする。 


